
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で書かれたものということです。筆が

無かったので縄で記したという話が伝

わっています。現在の山神社では、こ

の下書きをもとに制作された幟が用い

られています。 

鉄舟の多摩来訪は、明治 15 年以前に

も見られます。明治 14 年(1881)に、明

治天皇は連光寺で兎狩りをおこないま

したが、その狩猟にも鉄舟が供奉して

いたことが分かっています。鉄舟は明

治 15 年 6 月に宮内省を辞任しますが、

明治天皇の特命により終身宮内省御用

掛となりました。山神社の幟はその年

の 9 月に記されたものです。 

書の達人と言われる鉄舟は、求めら

れるままに書を与えたため、各地に膨

大な鉄舟の書が残ります。鉄舟筆の神

社の幟も多数ありますが、このように

下書きと思われる書が残り、当時のエ

ピソードも伝えられていることはやは

り貴重なことといえるでしょう。（ち

なみに、山神社と似た事例としては、

埼玉県白岡市・高岩天満神社に、和紙

に貼り付がれた鉄舟による幟の下書き

の書が残り、白岡市指定文化財となっ

ています。） 

多摩と鉄舟のエピソードは、これだ

けではありません。新選組の支援者で

あった多摩市永山の濱田家にも、鉄舟

が菊を観に立ち寄ったエピソードが伝

えられています。このように、意外に

鉄舟と多摩のゆかりは深いものがある

のです。 

「幕末の三舟」という言葉を聞かれ

たことはありますでしょうか？ 幕末

から明治にかけて活躍した幕臣である

勝海舟・山岡鉄舟・高橋泥舟の 3 名を

指した言葉です。このうち山岡鉄舟

(1836-1888)は徳川慶喜の使者として、

江戸無血開城につながる西郷隆盛と勝

海舟の会談のお膳立てをし、維新後は

宮内省の官僚として明治天皇の側近と

なりました。剣術・禅・書にすぐれた人

物としても有名です。 

鉄舟は多摩を訪れたこともあり、関

連資料が残されています。今回はそれ

を紹介しましょう。 

多摩市桜ヶ丘にある山神社(やまじ

んじゃ)には、鉄舟の幟(のぼり)の下書

きが残されています。書かれている文

字は、『（落款）「江上青雲 山間明月」 

鎮守御祭禮 明治十五年壬午第九月 

當村氏子中 正五位山岡鐵太郎拝書 

（落款）「山岡高印」』とあり、明治 15

年(1882)に山神社の祭礼のための幟と

して記されたことがわかります。現地 

ではこの幟

の制作エピ

ソードが伝

えられてい

ます。それ

によれば、

あらかじめ

依頼してい

たものでは

なく、鉄舟

を自宅に泊

めた際に、

お礼として

その家の庭 

唐木田駅からエステート中沢の横を

通って 5 分程歩くと「かぶとむしの林」

の入口に着きます。木製橋を渡った先

にある斜面地が「かぶとむしの林」と名

付けられたエリアです。24 年前「から

きだの道」開園に向け、カブトムシの

生息地として整備されました。 

開園当初を知る人から“夏に子供た

ちと楽しんでいたカブトムシ捕りがで

きなくなった”と知らされていました

が、めっきり成虫を見かけなくなって

いたので、「からきだの道の会」で何と

か回帰を図ろうと再生に向けた取り組

みが始まりました。 

図書館で児童書の図鑑や Web サイ

トを閲覧し、実際に飼育している方に

話を伺ったりしてカブトムシの生態や

育て方を学んだ後、腐葉土作りにトラ

イしました。翌夏、大量の腐葉土の中

に産卵を期待しましたが、その翌々年

も幼虫の姿は見られず、諦めムードが

漂う中、なんと 3 年目におびただしい

数の幼虫がひしめき合っていました。

名実ともに「かぶとむしの林」として

よみがえったと思えた瞬間でした。 

その頃、大松台小学校 3 年生向けの

カブトムシの幼虫供給をグリーンボラ

ンティア仲間の「一本杉公園みどりの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会」から引き継ぐことになりました。

学校側からは『総合的な学習の時間』

の一環として、昆虫を育てることを通

して地域の自然への興味を持てるよう

な取り組みとしたいとの意向を受け、

2018 年度より概ね下記の『カブトムシ

の授業』がスタートしました。 

• 幼虫を育てる (4 月) 

教室にて「からきだの道の会」メン

バーからカブトムシの生態と雑木林の

関係の話を聞いた後、「かぶとむしの

林」にて幼虫を受け取り、飼育と観察

を始めます。 

• 成虫を放つ (7 月) 

「かぶとむしの林」にて自然放虫し

ます。樹の根元に置いた成虫はゆっく

り上へと登り、児童たちが見守る中、

飛び立ちます。（羽化していない場合も

林内に戻します。） 

• 産卵と幼虫の棲み家作り (12 月) 

「かぶとむしの林」にて腐葉土作り

のための落葉掻きを体験します。 

• 2 年生に発表 (2 月) 

カブトムシや雑木林について自ら学

習したことを 2 年生に発表します。 

以上のステップを経て次年度に引き

継がれますが、2020 年度は新型コロナ

ウィルス感染拡大の影響を受け実践で

きませんでした。その代わり、「かぶと

むしの林」内の樹名板(裏面参照)を3年

生全員が制作取付してくれました。一

人一人の個性を感じる作品です。散策

がてら足を運んでみて下さい。 

しょうぶかん 
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橋場万里子  多摩の歴史さんぽ（２６） 

 

山神社の山岡鉄舟の幟 

筆者紹介：橋場万里子(はしば まりこ) 
パルテノン多摩共同事業体学芸員。東京都
立大学、東京医療学院大学、大妻女子大学
非常勤講師。 

「かぶとむしの林」と大松台小学校 3 年生 

近藤  眞澄  唐木田の原風景と出会え、散策が楽しめる緑地（２） 

筆者紹介：近藤眞澄(こんどう ますみ) 
からきだの道の会幹事。パルテノン多摩市
民学芸員。IT 会社アドバイザー。 
唐木田在住。 

山神社の現在の幟 2010 年 9 月撮影 

／『消えた寺が語るもの』より ｢かぶとむしの林｣での校外学習 

◆ ５月１５日(土)  17:30 開場  18:00開演  

会  場 ： ロビー    入場料 ： ￥５００ 

定  員 ： ４０名 （要予約） 

出  演 ： ピアノ 石坂 奏 

曲  目 ： C.ドビュッシー アラベスク 1番 映像 2集 

         L.v.ベートーヴェン ピアノソナタ 第 14番『月光』 

       F.リスト 3つの演奏会用練習曲より 第 3曲『ため息』 他 

主  催 ： 文化部会 

■石坂
い し ざ か

 奏
そ う

（ピアノ） 

多摩市出身。第 29 回市川市新人

演奏家コンクール最優秀賞。第 12

回ルーマニア国際音楽コンクー

ル第 4 位。7 回野島稔・よこすか

ピアノコンクール入選。ピアノを

杉田邦江、松浦 健、渡辺健二、江

口玲の各氏に師事。現在、東京藝

術大学大学院音楽研究科修士課

程 3 年に在籍。  

 


